
丸協にゅーす

1

・丸協トピック
『働き方改革会議』開催100回を迎えました

・今、知っておきたい物流topics
「首相主導で物流革新進行～
発荷主・着荷主・物流事業者向けガイドライン策定」
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資料：経済産業省ＳＣＩ大賞ホームページ

左の図はヤオコー熊谷セン
ターの待機時間の様子です。
バース予約システム導入後、大
幅に待機時間が減っています。
待機時間に悩んでおられる方
があれば、参考にSCI大賞のサ
イトをご覧になってみて下さい。

首相主導で物流革新進行～発荷主・着荷主・物流事業者向けガイドライン策定
2023年6月2日、「我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議」において、物流革新に向けた政策
パッケージが、この一環として経産省、農水省、国交省の連名で物流の適正化・生産性向上に向けた
荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン（以下「ガイドライン」）が策定されました。
政策パッケージにおいては、商慣行の見直しなど、物流の問題は荷主の行動次第であると改めて明示
されたかたちです。物流事業者に関わりのある項目をあげると
①荷待ち・荷役時間の削減 ②多重下請け構造の是正 ③物流の担い手の賃金水準向上
④荷主・元請の監視の強化（トラックGメン設置） ⑤標準的運賃制度の拡充 などがあり、
①～③については次期通常国会での法制化も検討されています。

※湯浅コンサルティング作成

ガイドラインにおいて実施すべき事項とされたのは下記のとおりです。
これらについては膨大な資料やデータが国から示されており、荷主と
の交渉にも是非活用すべきと言えます。

※資料：国交省HPガイドライン（https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230602005/20230602005-1.pdf）より抜粋

荷主 ■荷待ち・荷役作業等の時間の把握。2時間以内に抑える。1時間以内努力目標
■物流管理統括者の選定 ■物流の改善提案と協力 ■運送契約の書面化

発荷主 ■出荷に合わせた生産・荷造り ■ 運送を考慮した出荷予定時刻の設定

着荷主 ■納品リードタイムの確保

物流事業者
■業務時間の把握・分析 ■⾧時間労働の抑制 ■運送契約の書面化
■荷待ち・荷役作業等の実態把握 ■多重下請け構造の是正 ■標準的運賃活用

ガイドライン 政策パッケージ


